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報道関係各位 株式会社ファミリーマート 

 

株式会社ファミリーマート（本社：東京都港区、代表取締役社長：細見研介）は、2023年 8月までの

店舗における食品ロスの削減率が、2018年度対比で約 27％となりましたのでお知らせいたします。現在 9割

以上の店舗で実施している店舗値下システム「ファミマのエコ割」や、特殊な包装技術を活用した商品の消費期

限延長の取り組みなどが奏功しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆中長期目標「ファミマ eco ビジョン 2050」に基づき推進 

 ファミリーマートは、2020年 2月に環境に関する中長期目標「ファミマ eco ビジョン 2050」を制定し、「温室

効果ガス（CO2排出量）の削減」「プラスチック対策」「食品ロス削減」の３つのテーマにおいて取り組みを推進

しております。持続可能な社会の実現に貢献するため、それぞれのテーマについて数値目標を設定しており、「食

品ロス削減」については、店舗における食品ロスの削減を、2018年対比で 2030年に 50％、2050年に

80％削減することを目標にしております。 

中長期目標「ファミマ eco ビジョン 2050」の概要はこちらからご覧ください。 

https://www.family.co.jp/sustainability/ecovision.html 

 

■店舗における食品ロス削減の取り組みについて 

①店舗値下システム「ファミマのエコ割」 

2021年 7月から、消費期限の迫ったおむすびや弁当などの中食商品に、バーコード付きの値下げシールを

貼って値下げ販売する取り組みを実施しています。レジでバーコードを読み込むと自動的に値下げされます。値

下げのタイミングや価格は、各店舗の判断で実施します。この取り組みによって、店舗での値下の作業が簡素化

10月 30日は「食品ロス削減の日」 

「ファミマのエコ割」など食品ロス削減の取り組みにより、 

2023年 8月までの削減率は 2018年対比約27%を実現 

 

https://www.family.co.jp/sustainability/ecovision.html


されるとともに、食品ロスの削減に繋がります。現在、全国の 9割以上の店舗で活用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「てまえどり」を全国の店舗で通年展開 

 ファミリーマートでは、消費者庁及び農林水産省、環境省の 3 省庁と連

携し、全国の店舗で「てまえどり」を推奨する掲示物を通年で掲示しておりま

す。「てまえどり」は、陳列棚の手前にある販売期限が短い商品から、お買い

上げいただく購買行動です。店舗での期限切れによる食品ロスを削減する

ことに繋がります。 

 

 

③特殊な包装技術を活用した消費期限の延長の取り組み（ロングライフ化） 

惣菜やサラダなどの一部商品に、特殊な包装技術であるガス置換方式を採用し、美味しさをそのままに消費

期限を 1日～3日延ばす取り組みを行っています。ガス置換方式とは、容器内の空気を商品に適したガスに置

き換える技術です。ガスを密封するために、容器のふた部分をトップシール化することで、プラスチック使用量の削

減も見込んでおります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考情報＞ 

（1）規格外商品を活用した商品開発など、サプライチェーン全体での食品ロス削減も推進 

①規格外のバナナを活用した商品開発 

2022 年 7 月から、生産や商品化の過程で規格外となったバナナを活

用したチルド飲料などのオリジナル商品の販売を定期的に行っています。使

用するバナナは、ファミリーマートの PB「ファミマル」のバナナの規格外品や、

株式会社ドールの廃棄バナナを削減する SDGｓ活動「もったいないバナ

ナ」プロジェクトを通じて提供された「もったいないバナナ」となります。今年の

8 月には、アイスバーと飲むヨーグルト（チルド飲料）を全国のファミリーマ

ートで発売しました。 



②サーモンをスライスする製造工程で出た切り落としを活用した海鮮丼 

2023 年 8 月に、サーモンをスライスする製造工程で出た切り落としを

有効活用した海鮮丼「サーモン三昧丼」を発売しました。トッピングのサー

モンの一部に、ファミリーマートで販売している寿司「サーモンづくし」を製造

する際に出る切り落としを活用し、食品ロスの削減に繋げました。 

 

 

 

③お中元ギフトの余剰在庫を割引価格で販売 

2023 年 9 月に、お中元ギフトの余剰在庫を割引価格で販売する「訳

ありセール」を実施し、約 0.6 トンの食品ロスの削減に貢献しました。セー

ルは、ファミリーマートギフトネット申込サービスにおいて受付し、販売元希望

小売価格から 20%～40%OFF（※）で販売いたしました。※割引価

格は販売元希望小売価格と比較した割引価格 

 

 

 

（2）地域における食品ロスの削減と食支援に貢献する「ファミマフードドライブ」 

ファミマフードドライブは、ご家庭で食べきれない食品をファミリーマート店

舗にお寄せいただき、地域の自治体や NPO などの協力パートナーを通じ

て、支援が必要な方に提供する取り組みです。「ファミマフードドライブ」の取

り組みを通じて、ご家庭にある食べきれない食品が活用され、食品ロス削

減につながります。2021年 4月の全国展開の開始から 2023年 2月ま

でに皆さまからお寄せいただいた食品の合計は 92.2 トンとなりました。 

また、全国に店舗があるファミリーマートを回収拠点とすることで、地域の皆さまに、気軽に社会貢献活動に参加

していただくことができるようになります。2023 年 10 月 6日現在、全国 47都道府県 2535 店舗で実施して

おります。 

 

※ファミマフードドライブの取り組み概要はこちらからご覧ください 

https://www.family.co.jp/sustainability/fooddrive.html 

 

 

ファミリーマートは、「あなたと、コンビに、ファミリーマート」のもと、地域に寄り添い、お客さま一人ひとりと家族の

ようにつながりながら、便利の先にある、なくてはならない場所を目指してまいります。 

 

以上 

 

https://www.family.co.jp/sustainability/fooddrive.html

